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東京理科大学理工学部先端化学科　酒井秀樹・酒井健一研究室

酒 井 秀 樹，酒 井 健 一，赤 松 允 顕

1. は じ め に

東京理科大学は，「理学の普及を以て国運発展の基礎
とする」を建学の精神としています。本学の前身である
東京物理学講習所（2年後に東京物理学校に改称）が開
設されたのは1881（明治14）年のことですので，今年で創
立138年になります。本学は現在，8学部34学科，11研
究科36専攻で構成されており（学生総数は約2万人），理
工系総合大学としては私学で随一の規模を誇っています。
界面科学を学術基盤とする教員が経営学部を除く，各学
部に所属していることも特長であり，学部横断型の組織
である総合研究院総合研究機構には，界面科学研究部
門（部門ホームページ http://www.tus-dcis.jp/）が設置され
ています。当部門は1981年に界面科学研究所（初代所長
は目黒謙次郎理学部教授）として設立されたものであり，
本学の研究組織としては最も長い歴史を有しています。
筆者らの研究室は，理工学部先端化学科に所属してい
ます。理工学部は野田キャンパスに設置されています。
野田キャンパスは東京都心から電車で約1時間の距離に
ありながら（最寄りは東武アーバンパークラインの運河
駅），自然と共生した広大な敷地を有しており，落ち着

いた環境の中で学生たちはじっくりと勉学や研究に勤し
むことができます。理工学部は2017年に創立50周年を
迎えました。理工学部では現在，次の50年を見据えた
変革に着手しており，「6年一貫教育コース」（学部の4
年間と修士の2年間を一体化したカリキュラムを実施）
や「横断型コース」（10学科11専攻を有する理工学部・
理工学研究科の特長を生かし，学科や専攻の学域を超え
たカリキュラムを実施）など，先進的な教育プログラム
を取り入れています。また，中庭の整備は昨年夏に完了
し，今年中には会議場の機能を備える新7号館が完成す
るなど，キャンパス全体の再整備も進んでいます。
この変革の一環として，先端化学科はリノベーション
された野田キャンパス11号館に移転しました（2015年
秋）。廊下側を可能な限りガラス壁にし，実験室の作業
環境を視認できるようにしたり（Fig. 1, 2），学生居室を
大部屋化し，研究室間の物理的かつ心的な垣根を取り除
いたりするなど，教育・研究環境の整備が行われまし
た。また，2017年の4月には学科の名称も工業化学科
から先端化学科に変更され，われわれ教員も新鮮な気持
ちで，日々の教育と研究を進めています。
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研究室紹介

Fig. 1. 実験室の風景1（この実験室では主に，有機合成
や無機合成の実験を行っています）．

Fig. 2. 実験室の風景2（この実験室には，小角 X線散乱
装置，原子間力顕微鏡，水晶振動子マイクロバラ
ンスなどの測定機器を設置しています）．
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